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昨
年
の
秋
、
日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
の
な
か
で
、
連
続

的
に
「
小
泉
“
改
革
”
勉
強
会
」
を
開
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
財
界
支
配
と
政
治
の
動
向
を
分
析
し
ま
し
た
。 

 

新
日
本
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
『
変
貌
す
る
財
界
―
―

日
本
経
団
連
の
分
析
』
に
は
、
そ
の
集
団
的
研
究
の
成
果
の

一
部
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

国
民
を
“
勝
ち
組
”
と
“
負
け
組
”
に
分
け
、
人
間
の
尊

厳
を
奪
う
よ
う
な
“
格
差
社
会
”
を
生
み
だ
す
根
源
に
あ
る

経
済
構
造
と
は
何
か
、
そ
れ
を
加
速
し
た
日
本
の
政
策
決
定

過
程
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

 

そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
日
本
経
済
の
う
え

に
君
臨
す
る
“
財
界
総
本
山
”
と
も
い
う
べ
き
日
本
経
団
連

が
ど
の
よ
う
な
変
貌
を
と
げ
た
か
、
財
界
の
意
向
を
ど
う
政

治
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
て
き
た
か
、
そ
の
結
果
、
政
府
・

与
党
の
政
策
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
に
変
え
ら
れ
た

の
か
。
…
…
こ
れ
ら
の
調
査
と
分
析
が
も
と
め
ら
れ
ま
す
。

 

結
論
か
ら
言
え
ば
、
財
界
が
日
米
多
国
籍
企
業
の
共
同
の

利
益
を
追
求
す
る
団
体
に
変
貌
を
と
げ
た
こ
と
、
打
ち
出
さ

れ
る
政
策
が
新
自
由
主
義
（
「
構
造
改
革
」
路
線
）
に
切
り

替
わ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
が
根
本
に
あ
り
ま
す
。 

 
そ
の
う
え
で
、
そ
の
意
向
を
政
治
・
行
政
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
反
映

さ
せ
る
仕
掛
け
づ
く
り
と
し
て
行
政
・
政
治
「
改
革
」
が
お
こ
な
わ

れ
、
行
政
も
与
党
も
“
利
害
調
整
”
型
か
ら
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
型
に
、

次
第
に
そ
の
仕
組
み
を
変
え
つ
つ
あ
る
こ
と
で
し
た
。 

 

露
骨
な
財
界
奉
仕
と
庶
民
に
対
す
る
無
慈
悲
な
収
奪
の
根
源
に
あ

る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
構
造
変
化
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
新
自
由
主
義

の
路
線
を
受
け
継
ぐ
限
り
、
首
相
が
交
代
し
た
か
ら
と
い
っ
て
た
だ

ち
に
修
正
さ
れ
る
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

安
倍
晋
三
首
相
は
、
「
改
憲
」
、
「
経
済
成
長
」
、
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
政
策
を
は
っ
き
り
と
か
か
げ
、
そ
れ
を
実
行
す
る

“
首
相
官
邸
”
に
よ
る
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
唱
え
て
い
ま

す
。 

 

安
倍
氏
よ
り
も
、
一
歩
先
ん
じ
て
“
財
界
総
理
”
に
お
さ
ま
っ
た

日
本
経
団
連
会
長
の
御
手
洗
冨
士
夫
氏
は
、
今
年
８
月
、
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
で
「
“
希
望
の
国
”
を
目
指
し
て
」
と
題
す
る
講
演
を
お
こ

な
い
、
財
界
の
意
向
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
反
映
す
る
よ
う
に
な
っ
た
与

党
・
自
民
党
の
変
化
を
礼
賛
し
て
い
ま
す
。 

 

注
目
し
た
い
の
は
、
御
手
洗
氏
の
「
希
望
の
国
」
を
安
倍
首
相
の

「
美
し
い
国
」
に
置
き
換
え
、
日
本
経
団
連
の
「
政
策
提
言
」
を
安

倍
内
閣
の
「
基
本
方
針
」
に
置
き
換
え
れ
ば
、
安
倍
内
閣
の
政
策
は

す
べ
て
“
完
成
”
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

「
首
相
官
邸
」
の
背
後
で
、
内
閣
を
事
実
上
動
か
し
て
い
る
の
は

日
本
経
団
連
で
し
た
。
私
た
ち
の
着
眼
点
は
「
官
邸
支
配
」
で
は
な

年
明
け
早
々
の
１
月
17
日
に
『
変
貌
す
る
財
界
―
日
本
経
団
連
の
分

析
』
佐
々
木
憲
昭
〔
編
著
〕
（
定
価
＝
本
体
２
５
０
０
円
＋
税
）
が
新

日
本
出
版
社
か
ら
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
佐
々
木
議
員
の
他
、
同

議
員
秘
書
の
山
本
陽
子
さ
ん
ら
も
執
筆
し
て
い
ま
す
。 

 

佐
々
木
憲
昭
議
員
は
、
出
版
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

「変貌する財界=日本経団連の

分析」のチラシです。 
12月21日、井上議員は、来年度予算の財

務省原案が発表されマスコミも大企業優遇

で国民に冷たいとこぞって報道するひどい

中身の中、教育関係の予算切捨てを許すな

と全国から集まった行動を激励しました。

京都の私学助成をすすめる会の筒井会長

さんら代表が来訪され、懇談。財務省原案

では、私学助成は、46億円もの減額になっ

ており、父母の方からは、厳しい暮らしの

中でなんとか教育費をやりくりしている状

況など聞きしました。続いて財務省前で、

全国から集まった座り込みの皆さんを激励

しました。 

く
、
「
財
界
支
配
」
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
新
自
由
主
義
に
も

と
づ
く
そ
の
政
策
は
、
保
守
層

を
含
む
広
範
な
国
民
と
の
新

た
な
対
立
を
つ
く
り
だ
す
こ

と
に
な
り
、
必
ず
や
政
治
的
激

動
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

―
―
こ
れ
が
、
読
者
に
伝
え

た
か
っ
た
私
た
ち
筆
者
の
思

い
で
す
。 

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。
お
近
く

の
書
店
ま
た
は
日
本
共
産
党

事
務
所
に
ご
注
文
く
だ
さ
い
。


